
3）医師の属性  

図表38 医師の性別  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

診療所  

（n＝688）  

病院  
（n＝651）  

山男性 口女性 口無回答  

図表39 医師の年齢   

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

診療所  

（n＝688）  

病院  
（n＝651）  

図表40 医師の主たる担当診療科  
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4）診療所・病院の体制  

図表41常勤の医師数・薬剤師数  

平均値  標準偏差  中央値   

診療所  医師数（人）   1．2   0．6   

n＝688  薬剤師数（人）   0．1   0．3   0   

病院  医師数（人）   31．4   65．8   9  

n＝408  薬剤師数（人）   6．4   7．2   4   

5）診療所・病院における医薬品の備蓄状況  

図表42 医薬品の備蓄状況  

診療所（n＝688）  病院（n＝408）  

平均値  標準偏差  中央値  平均値  標準偏差  中央値   

旨蓄品目数（品目）   149．4   500．3   80．0   881．1   548．6   800．0   

医薬品の備蓄品目   
23．4   36．0   9．0   74．7   66．8   61．5  

15．7％  11．3％   8．5％  7．7％  

（D医薬品備  

②うち後発  

数（品目）  

③②／①  

図表43 後発医薬品の備蓄状況  

0％ 10％  20％ 30％ 40％  50％ 60％  70％ 80％  90％ 100％  

診療所  
（∩＝688）  

病院  
（n＝408）  

品目  □1～50品目未満  田50～100品目未満 田‖00～200品目未満  

白200～300品目未満臼300品目以上   □無回答  
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6）入院患者に対する後発医薬品の使用状況等  

図表441か月間の延べ在院患者数  

有床診療所（n＝61）  病院（∩＝408）  

平均値  標準偏差  中央値  平均値  標準偏差  中央値   

1か月間の延べ在院患者数（人）   363．0   431．1   277．5  4，782．0  4，505．0  3，312．5   

（注）有床診療所86施設のうち平成19年7月1か月間の延べ在院患者数0人という施設25施設を除いて  

集計している。以下、同様。  

図表45 入院患者に対する後発医薬品の使用状況   

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％  

有床診療所  
（n＝61）  

病院   
（n＝408）  

Ⅶ後発品があるものは積極的に使用  日後発医薬品のあるものの一部を使用  

巳後発医薬品はほとんど使用していない田その他  

□無回答  

図表46 病院における入院患者に対する後発医薬品の使用状況（DPC対応状況別）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

全体  
（∩＝408）  

DPC対象病院  
（n＝40）  

DPC準備病院  
（n＝84）   

DPC対応をしていない病院  

（n＝267）  

P後発医薬品があるものは積極的に使用口後発医薬品のあるものの一部を使用  

日後発医薬品をほとんど使用していない 臼その他  

□無回答  

（注）「全体」には、「DPC対応状況」について無回答であった17施設が含まれる。  
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図表47 入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験の有無  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％  

図表48 「入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験がある」と  

回答した施設における、後発医薬品使用で生じた問題（複数回答）（病院n＝74）  

0％   20％   40％   60％   80％  100％  

品質上の問題  

メーカーの情報提供体制上の問題  

供給体制上の問題  

その他  

無回答  

※有床診療所4件の回答内訳は、「品質上の問題」が1件、「メーカーの情報提供体制上の問題」   
が2件、「供給体制上の問題」が3件、「その他」が2件であった。  
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7）院外処方における後発医薬品の使用状況  

図表49 診療所における院外処方せん発行状況   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝688）  

拉発行している臼発行していない□無回答  

図表50 診療所・病院における、1か月間の院外処方せん発行枚数  

診療所（n＝417）  病院（n＝408）  

平均値  嘩準 偏差  中央値  平均値  標準 偏差  中央値   

①1か月間の院外処方せん発行枚数（枚）   718、0  835．9  554．0  3．059．1  3，994．6  1．666．5   

②うち後発医薬品を含む処方せん枚数（枚）   372．8  545．4  196．0  1，105．1  1，728．3  546．5   

③②／（む（平均値・中央値）   51．9％  35．4％  36．1％  32．8％   

図表51病院における外来処方に際しての後発医薬品使用についての施設としての対応  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

に三＝こ   
全体  
（n＝408）  

鴎後発医薬品を積極的に使用   日後発医薬品をほとんど使用しない  

田個々の医師の判断による  臼その他  

口無回答  

図表52 病院外来診療担当医における、後発医薬品の銘柄指定をした院外処方せん  

発行経験の有無（医師ベース）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

8ある 日ない □無回答  
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図表53 「後発医薬品への変更可」欄に署名した処方せんの発行経験の有無（医師ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

図表54 このうち、患者の希望で「変更可」欄に署名した  

処方せんの割合（医師ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

診療所  

（n＝277）   

病院  
（∩＝394）  

由10％未満  臼10％以上～30％未満臼30％以上～50％未満…  

臼50％以上～70％未満巳70％以上～90％未満勺90％以上  

□無回答  

図表55 外来患者のうち、後発医薬品について関心がある（医師に質問する、  

使用を希望する）患者の割合（医師ベース）  

0％ 10％ 20％  30％ 40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

診療所  

（n＝引7）  

病院  
（n＝651）  

田10％未満  ロ10％以上－30％未満  臼30％以上～50％未満 

上～70％未満 即0％以上～90％未満 ロ90％以上   
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図表56 院外処方せんを発行した患者のうち、後発医薬品を処方した患者の割合  

（「後発医薬品への変更可」に署名の場合も含む）（医師ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

診療所  
（n＝417）   

病院  
（n＝651）  

Ⅶ10％未満  
臼50％以上～70％未満  

口無回答  

ロ10％以上～30％未満  
巳70％以上～90％未満  

ロ30％以上～50％未満  

口90％以上  

8）後発医薬品使用に関する意識等  

図表57 医師における、後発医薬品の薬事承認に必要なデータの内容に関する  

認知状況（医師ベース）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％  50％ 60％ 70％  80％  90％ 100％   

全体  
（n＝1，068）   

診療所  

（∩＝417）   

病院  
（∩＝651）  

』だいたい知っている臼少しは知っている田ほとんど知らない口無回答  
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図表58 後発医薬品の処方に関する考え（医師ベース）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60ウら 70％ 80％ 90％ 100％  

図表59 「患者からの要望があっても後発医薬品は基本的には処方しない」と  

回答した医師（診療所n＝79，病院n＝112）における、  

後発医薬品を基本的には処方しないその理由（複数回答）  

0％  20％  40％  60サら  80％  100％  

品質への疑問  

効果への疑問  

副作用への不安  

安定供給体制の不備  

情報提供の不備  

患者への普及啓発不足  

その他  

m全体（n＝191）田診療所（∩＝79）田病院（n＝112）  
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9）保険薬局からの情報提供についての意向  

図表60 望ましい情報提供方法（医師ベース、単数回答）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  

郵送  

電話  

FAX  

電子メール   

患者を通じて  

その他  

無回答  

図表61望ましい情報提供のタイミング（医師ベース、単数回答）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

変更調剤が行われた都度すぐに必要  

次の診療時に提供されればよい  

図表62 保険薬局から入手したい情報（医師ベース、複数回答）  

0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％   

先発晶と変更した後発品の銘柄   

変更した後発医薬品に関する外観  

患者の薬剤料負担の軽減額  

その他  

欲しい情報はない  

無回答  
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中医協 検－1－2  

1 9． 1． 3 1   

〔参考〕  

二＿＿  

平成柑年度診療報酬改定結果検証に係る調査  

後発医薬品の使用状況調査 結果概要（速報）  

1． 目的  

・保険薬局における「後発医薬品への変更可」に処方医の署名等がある処方せんの受付   

状況等の把握  

・保険薬局において実際に後発医薬品に変更して調剤した医薬品の状況等の把握  

2． 調査対象  

・全国の保険薬局から無作為抽出（都道府県別に層化）した1，000施設。  

3． 調査方法  

・自記式調査票の郵送配布・郵送回収。  

・施設属性、処方せん枚数等を尋ねる様式1と、実際に調剤した薬剤料を尋ねる様式2  

を配布。  

・調査実施時期は平成18年11月。  

4． 調査項目  

所在地、組織形態、職員数  

調剤基本料の種類、基準調剤加算の有無  

主たる処方せん発行医療機関及び当該医療機関の処方せん割合  

1ケ月の取り扱い処方せん枚数及び「後発医薬品への変更可」欄  

に処方医の署名等があるの処方せん枚数、実際に後発医薬品に変  

更した処方せん枚数、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん  

枚数  

後発医薬品への対応状況（「後発医薬品への変更可」欄に処方医  

の署名等がなかった場合の対応、後発医薬品への変更に関する患  

者に対する平均説明時間等）  

後発医薬品へ変更した場合の銘柄等情報の医療機関への情報提  

供の方法、頻度、医療機関から受けた要望等  

後発医薬品の備蓄状況  

処方せんへの記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料及び実際  

に調剤した（後発医薬品を含む）薬剤料  
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5．結果概要  

（1）回収の状況（図表1）  

調査票   有効回収数   回収率   

保険薬局数（様式1）   635   63．5％   

様式2に記載された処方せん数（177薬局分）   1，032  

（2）1ケ月間の取り扱い処方せんの状況（平成18年10月）（図表2）  

全体（n＝635）  

1薬局あたリ  
全枚数  

の平均枚数   

①全ての取り扱い処方せん枚数  969，365   1，543．57  

②うち、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある  

処方せん枚数  
165，402   268．95  

③うち、実際に後発医薬品に変更した処方せん枚数（1品  
9，452   

目でも変更した場合も含む）  
15．60  

④うち、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん枚   

数  
5．320   8．88  

⑤「後発医薬品へ変更可」欄に処方医の署名等はあるが、  

処方せんに記載されたすべての銘柄について後発医薬品が  
14．278   

薬価収載されていないために、後発医薬品に変更すること  
25．09  

ができない処方せん枚数   

1ケ月間の全ての処方せん枚数全体（n＝969，365）に占める「後発医薬品への変更可」欄  

に処方医の署名等がある処方せんの割合（図表3）  

N＝969．365   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

■署名ありロ署名なし  
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（3）後発医薬品への変更割合（処方せん枚数ベース）  

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん（n＝165，402）における、  

後発医薬品への変更状況（図表4）  

激発医薬品に変更した  

灸発医薬品に変更しなかった  

すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されておらず、後発医薬品に変更不可能であった  

（4）後発医薬品への変更割合（薬局数ベース）  

1ケ月間の取り扱い処方せんのうち、後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある  

処方せんを取り扱った薬局数の割合（図表5）  

■後発医薬品への変更可の署名のある処方せんの取り扱いが1枚以上ある薬局日取り扱いがない薬局■無回答  

後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局（549薬局）  

のうち、実際に後発医薬品に変更した薬局数の割合（図表6）  

N＝549   

60％  80％  100％  20％  40％  

んを1枚以上実際に後発医薬品へ変更した薬局日後発医薬品へ変更しなかった薬局■無回答  
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「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局のうち、  

後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、後発医薬品への  

変更割合別の度数分布（図表7）  
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（5）後発医薬品への変更の状況  

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを持参した患者への説明  

（図表8）  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

4％ 

■すべての患者さんに説明できている  ロほぼすべての患者さんに説明できている  

∈＝まとんどの患者さんに説明できていない □無回答  

患者1人あたりの平均説明時間（図表9）  

0％  20％  40％  60％  80％  

後発医薬品を選択した場合  
（N＝635）  

後発医薬品を選択しなかった場合  
（N＝635）  

■5分未満ロ5～10分未満辺10～15分未満n15分以上□無回答  
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患者が後発医薬品への変更を希望したが、処方せんの「後発医薬品への変更可」欄に処  

方医の署名等がなかった場合の対応（図表10）  

全休（N＝635）  

0．0％  10．0％   20．0％   30．0％   40＿0％   50．0％   

その旨を患者さんに説明の上、変更しなかった  

処方医に照会し、了解を得て変更した   

処方医の照会で了解が得られず変更しなかった  

その他  

設問のようなケースはなかった  

無回答  

患者が後発医薬品への変更を希望したが、患者が希望する後発医薬品の備蓄がなかった  

場合の対応（図表11）  

全体（トト635）  

0，0％  10，0％   20．0％   30．0％   40．0％   50．0％  

直ちに手配し、変更した   

その旨を患者さんに説明の上、変更しなかった  

その他  

設問のようなケースはなかった  

無回答  

（6）備蓄医薬品の状況  

備蓄品目数の変化（図表12）  

平成17年10月  平成18年10月   

平均値   805．50   870．58  
品全品目数  

中央値   了50．00   800．00   

平均値   70．19   97，64  
iち、後発医薬品の品目数  

中央値   48．00   68．00   

品全品目数（平均値）に占める、後発  
8．7％   11．2％   

品品目数（平均値）の割合   
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備蓄品目数の平成17年10月から平成18年10月にかけての変化率（品目数の伸び率）  

の度数分布（図表13）  

うち、後発医薬品   
（N＝635）  

薬局数  薬局数  

品
目
数
の
伸
び
率
 
 

品
目
数
の
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率
 
 
 

無
回
答
 
 

5
0
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以
上
 
 

2
0
～
5
0
％
 
 

未
満
 
 
 

1
0
～
2
0
％
 
 

未
満
 
 

1
0
％
未
満
 
 

減
少
 
 

無
回
答
 
 

5
0
％
以
上
 
 

2
0
～
5
0
％
 
 

未
満
 
 
 

1
0
～
2
0
％
 
 

未
満
 
 

1
0
％
未
満
 
 

減
少
 
 

（7）後発医薬品調剤に伴う薬剤料の状況  

10／23～29に調剤された処方せん（1，032枚）の状況（図表14）  

平均値   標準偏差   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A）（点）   839．47   1457．95   

実際に調剤した薬剤料（B）（点）   605．72   1108．01   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に   
65．91   23．29   

調剤した薬剤料の割合（B／A）（％）   

※（注）後発医薬品に変更された医薬品及び変更されない医薬品を含めた、処方せん1  

枚当たりの薬剤料を計算したもの。  

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合の分布  

（国表15）  

∩＝1032  

ロ20％未満  

B20′｝40％未満  

田40～60％未満  

ロ60－80％未満  

●80％以上   

⑲  




